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新半合成 セ ファロスポ リン,BL-S 578 (Cefadroxi1)の

経 口投与に よる臨床 的検討

湯浅 涼 ・佐藤良樹

東北労災病院耳鼻咽喉科

経口新半合成セファロスポ リンBL-S578 (Cefadroxil)は,米 国Bristol-Myers社 の開発品で

ある。今回,耳 鼻咽喉科領域の急性感染症17例 に,Cefadroxil 250mgま たは500mgカ プセルを1

目3回 毎食後、3～6日 間投与 し,主 要自他覚症状で検討した結果は次のとおりであった。

1.急 性扁桃炎10例 中,薯 効3例,有 効5例,無 効2例 で有効率80%で あった。

2.急 性咽頭炎4例 中,有 効3例,や や有効1例 で有効率75%で あ った。

3.耳 癒3例 中,有 効1例,や や有効2例 で,有 効率は33.3%で あ った。

4.全 対象17例 では,著 効3例,有 効9例,や や有効3例,無 効2例 で,有 効率70 .6%で あった。

5.副 作用は,臨 床検査および自他覚症状共に何ら具常は認められなかった。

は じ め に

Cefadroxil (BL-S 578)は,米 国Bristol-Myers社

で合 成 ・ス ク リー ニ ン グ され た新 しい経 口用 の セ フ アロ

ス ポ リン系 抗生 物 質 で あ る。CefadroxilはFig.1の 構

造 式 を 有 し,Cephalexinの7位 の ベ ンゼ ン環 のパ ラ位

に水 酸 基 を 導 入 した もの で あ る。

Fig.1 Chemical structure of cefadroxil

今回,ブ リス トル萬有製薬より本剤の提供を受け,耳

鼻咽喉科領域の急性感染症に使用 し,そ の有効性,安 全

性について検討 したので,そ の成績を報告する。

使 用 対 象

対象は,昭 和53年6月 より8月 までに東北労災病院耳

鼻咽喉科 ・外来に受診した17例 で,性 別は男性2例,女

性15例 で,年 令は21～49才,平 均30。6才である。対象疾

患は,急 性扁桃炎10例 ・急性咽頭炎4例,耳痛3例 で,

全て急性期のものであった。Cefadroxil投 与前の重症

度は,軽 症1例,中 等症12例,重 症4例 で,大 半が中等

症以上のものであった。

調査方法および判定基準

薬剤は,250mg(力 価)/カ プセルおよび500mg(力

価)/カ プセルを使用した。投与期間は原則として3日 間

とし,1日3回 毎食後服用させたが,1例 に5日 間,3例

に6日 間の投与を行なった。250mg投 与は8例,500mg

投与は8例 で,1例 は,500mg2日 間投与後250mgに

減量した例である。

また,投 薬前後に血液検査(白 血球,赤 血球,ヘ マトク

リット,ヘ モグロピン),肝 機能検査(GOT, GPT, Al-

P,総 ピリルピン),腎 機能検査としてBUNに ついて可

能な限 り実施し,自 覚的な副作用とともに安定性につい

て検討した。

判定基準は,細 菌学的検索を行ない得なかったため,

主要自他覚症状をもとに次の4段 階にて判定した。

著 効:主 要自他覚症状が3日 以内に著しく改善し

た場合

有 効:主 要自他覚症状が3日 以内に改善の傾向を

示し,そ の後治癒 した場合

やや有効:主 要自他覚症状が多少改善 した場合

無 効:何 ら改善が見られなかった場合

臨 床 成 績

臨床効果の判定は,細 菌学的検索を実施しえなかった

ので,主 要自他覚症状の改善度合に基づいて行なった。

その治療経過,改 善度はTable 1, 2に 示すとおりである。

全対象17例 では,著 効3例,有 効9例,や や有効3例,

無効2例 で,有 効率は70%の 成績であった。

疾患別にみると,急 性扁桃炎10例 では著効3例,有 効

5例,無 効2例 で,有 効率は80%で あった。急性咽頭炎

4例 では 有効3例,や や有効1例 で有効率75%で あっ

た。耳癌3例 では有効1例,や や有効2例 で有効率33.3

%で あ った。

臨床検査および副作用

Cefadroxi 1250mg, 500mg投 与により,ア レルギ

ー,消 化器症状など自覚的に何ら副作用は認められなか
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った。

臨床検 査9項 目につ いて み る と(Table3),血 液 検査,

腎機能検査 に 何 ら異 常 は認 め られ な か った 。肝 機能 検 査

のうちGOT,GPTで4例 に上 昇 が 認 め られ た が,症 例

2,12の2例 は 正常 範 囲 内 の変 動 で あ る。 症 例14は,投

与後にGOTが34と や や 高 値 で あ るが,投 与 前 に 測定 し

ていなか ったの で,本 剤 との 関連 性 は不 明 で あ る、 症 例

7はGOT48→75,GPT66→84と 肝 機 能 の 悪 化 が み

られたが,投 与 前 よ り既 に 異常 値 を示 して い た 症 例 で あ

るので,本 剤 との 関連 性 は 不 明 で あ る。

考 察

Cefadroxilの これ までの 報 告 を み る と,抗 菌 力 で は

Sρツ092麗3に 対 してはCEXの2倍 で あ り,S.pneu-

moniae,S.aureus,グ ラ ム陰性 菌 に対 して は ほ ぼ 同 等

で,Pseudomonas,Serratiaに は抗 菌 力を 有 して い な い

とされ てい る1)。本剤 の 吸収 ・排 泄動 態 を み る と,500mg

経口投与 にお け る血 中 濃 度は,投 与 後 約1.3時 間 で16.2

μg/mlの ピー クに 達 し,そ のAUCは47.4μg h per ml

とCEXの 約1.6倍,血 中 半 減 期 は1.3時 間 でCEXの2.1

倍と報告 され てい る。 本剤 の主 た る排 泄 部 位は 腎 臓 で,

投与8時 間 まで に87%が 尿 中 に排 泄 され て い る2)。

以上の基礎検討をもとに,今回,耳 鼻咽喉科領城の急性

感染症17例 に1日3回 の服用で臨床効果を検謝したわけ

である。基礎検討で対照としているCEXと 臨床比較を

実施してないので,CEXの1日4回 服用と同等なのか

どうか結論づけることはできないが,Cefadroxilの17

例に対する効果は,70.6%の 成績であった。また,250mg

と500mgの 投与量と臨床成績との関係をみると,疾 患

名および投与期間も同一ではないが,250mg群 では著効

1例,有 効4例,や や有効2例,無 効1例,500mg群

で著効2例,有 効5例,や や有効1例,無 効1例 とほぼ

同成績であり,dose responseは あ まり見られなかった。

副作用では,臨 床検査,自 他覚症状に忌むべきものは認

められず,安 全性の高い経口剤であることが示唆された。
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CLINICAL STUDY OF CEFADROXIL, A NEW SEMI-SYNTHETIC ORAL

CEPHALOSPORIN, ON THE ACUTE INFECTIONS IN

THE FIELD OF OTO-RHINO-LARYNGOLOGY

RYO YUASA and YOSHIKI SATO

Department of Oto-Rhino-Laryngology, TOhoku ROsai Hospital

Clinical study was made on cefadroxil and the following results were obtained. Seventeen out-patients

of acute infections were treated with cefadroxil. The agent was administered orally at a daily dose of

750 mg or 1,500 mg for 3•`6 days.

Of 10 patients with acute tonsillitis, clinical response was excellent in 3, good in 5 and poor in 2.

Of 4 patients with acute pharyngitis, good in 3 and fair in one. Of 3 patients with furuncle of ear,

good in one and fair in 2. Efficacy rate was 80 % of the patients with acute tonsillitis, 75 % with

acute pharyngitis and 33.3 % with furuncle of ear.

No side effects were observed both subjectively and objectively. No abnormal findings were demons-

trated in laboratory tests.


